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						SLC29A3変異が原因となる症候群

						H症候群 ショウコウグン		PHID		FHD		SHML

				鼻腔への浸潤 ビクウ シンジュン		－		−		＋		＋

				色素過剰症 シキソ カジョウ ショウ		＋		＋		−		−

				多毛 タモウ		＋		＋		−		−

				感音性難聴 カンオンセイ ナンチョウ		＋		−		＋		＋

				肝腫大 カンシュダイ		＋		＋		−		＋

				低身長 テイシンチョウ		＋		＋		＋		＋

				性腺機能低下 セイセン キノウ テイカ		＋		−		＋		−

				女性化乳房 ジョセイ カ ニュウボウ		＋		−		−		−

				思春期早遅発 シシュンキ ハヤ チハツ		－		＋		−		−

				膵外分泌機能不全 スイ ガイブンピツ キノウフゼン		－		＋		−		−

				インスリン依存型糖尿病 イゾンガタ トウニョウビョウ		−		＋		−		−

				ブドウ膜炎 マクエン		＋		−		＋		＋

				外反母趾 ガイハンボシ		＋		−		−		−

				手指の拘縮 シュシ コウシュク		＋		−		＋		−

				趾の拘縮 アシユビ コウシュク		＋		−		＋		−

				足首の拘縮 アシクビ コウシュク		−		−		＋		−

				骨髄線維症 コツズイ センイ ショウ		＋		−		−		＋

				リンパ節腫脹 セツ シュチョウ		−		＋		＋		＋

				心奇形 シン キケイ		＋		−		−		−

				PLoS One. 2012;7(1):e29708から引用、一部改変 インヨウ イチブ カイヘン
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Deficiency of the interleukin—l-receptor antagonist (DIRA)
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